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想定Ⅰ 当市におけるデマンド交通導入のシミュレーション 

【運賃を５００円と３００円に設定し、年間利用者数１２，０００人と想定した場合】 

１ 運行形態  区域運行型 

 
 
２ 運行内容 

⑴ 運行区域 ＪＲ宇都宮線を境に、概ねの運行区域を東西に区分する。 

［東部１３．７３ｋ㎡ 西部１１．１５ｋ㎡］ 

⑵ 運行車両 小型車両（セダンタイプ４人乗り） 東西に各１台 計２台 

⑶ 運行日 月曜日～土曜日（年間約３００日 月間約２５日）日、祝、年末年始を除く。 

⑷ 運行時間 午前８時３０分～午後５時３０分 

⑸ 運行必要人員 運転手２人 システムオペレーター１人 
 
３ 利用者数の推計 

利用者数の推計 

【北本市デマンド

交通の平成２３年

度の利用実績（３号

車）を参考に推計】 

 

【北本市デマンド交通の３号車の一日当たりの利用者数＝２１．６人】 

⑴ 運行車両 トヨタプリウス（４人乗り） 

⑵ 運行日  月曜日～土曜日（年間２９６日）日、祝、年末年始を除く。 

⑶ 運行時間 午前８時３０分～午後５時３０分 

⑷ 利用者数 ６，３９８人 
 
 当市における想定Ⅰ 

一日当たり    ４０人（車両１台当たり   ２０人） 

一月当たり １，０００人（車両１台当たり  ５００人） 

一年当たり１２，０００人（車両１台当たり６，０００人） 

４ 事業経費（概算） 

⑴ 初期投資費用 ア オペレーションシステム導入費 ５０万円 

イ パソコン購入費        ３０万円 

初期投資費用合計８０万円 

⑵ 維持管理費用 ア 車両購入費と車両改造費の一年当たりの負担額（５年間の使用） 

（３００万円＋１００万円）×２台＝８００万円／５年＝１６０万円 

イ 車両維持管理費 ３０万円×２台＝６０万円 

ウ 車両燃料費 ６０万円 

エ 運転手人件費 １８，０００円×３００日×２人＝１，０８０万円 

オ オペレーションシステム管理費 ２００万円 

カ オペレーター人件費 １０，０００円×３００日×１人＝３００万円 

キ 電話回線使用料、サーバ運営費、車載機レンタル料 １６０万円 

ク 周知啓発費 ６０万円 

維持管理費用合計２，０８０万円 

初期投資費用８０万円＋維持管理費用２，０８０万円＝総事業費２，１６０万円 

５ 事業経費の負担 

⑴ 利用者負担 運賃種別及び運賃収入 ※利用者数を年間 12,000 人（一日 40 人）で試算 

 ア 一般   ５００円 

＠５００円×３，６００人（３０％）＝１８０万円 

 イ 高齢者  ３００円 

       ＠３００円×６，０００人（５０％）＝１８０万円 

 ウ 障害者等とその介助者 ３００円 

       ＠３００円×１，２００人（１０％）＝ ３６万円 

 エ 小学生  ３００円 

       ＠３００円×  ６００人（ ５％）＝ １８万円 

 オ 未就学児 無料     ６００人（ ５％） 

運賃収入合計４１４万円 

⑵ 協賛金等 企業等からの協賛金、広告収入 

⑶ 収支バランス 収入（利用者負担）－支出（事業経費）          ※収支率 

４１４万円－２，１６０万円＝△１，７４６万円  １９．２％ 

⑷ 公費負担 行政からの補てん       ※利用者一人当たりの公費負担 

１，７４６万円       １，７４６万円÷１２，０００人 

＝１，４５５円 

６ 実施主体 

⑴ 事業実施主体 白岡市 

⑵ 運行主体 タクシー事業者 

資料２ 
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想定Ⅱ 当市におけるデマンド交通導入のシミュレーション 

【運賃を２００円と１００円に設定し、年間利用者数１２，０００人と想定した場合】 

１ 運行形態  区域運行型 

 
 
２ 運行内容 

⑴ 運行区域 ＪＲ宇都宮線を境に、概ねの運行区域を東西に区分する。 

［東部１３．７３ｋ㎡ 西部１１．１５ｋ㎡］ 

⑵ 運行車両 小型車両（セダンタイプ４人乗り） 東西に各１台 計２台 

⑶ 運行日 月曜日～土曜日（年間約３００日 月間約２５日）日、祝、年末年始を除く。 

⑷ 運行時間 午前８時３０分～午後５時３０分 

⑸ 運行必要人員 運転手２人 システムオペレーター１人 
 
３ 利用者数の推計 

利用者数の推計 

【北本市デマンド

交通の平成２３年

度の利用実績（３号

車）を参考に推計】 

 

【北本市デマンド交通の３号車の一日当たりの利用者数＝２１．６人】 

⑴ 運行車両 トヨタプリウス（４人乗り） 

⑵ 運行日  月曜日～土曜日（年間２９６日）日、祝、年末年始を除く。 

⑶ 運行時間 午前８時３０分～午後５時３０分 

⑷ 利用者数 ６，３９８人 
 
 当市における想定Ⅰ 

一日当たり    ４０人（車両１台当たり   ２０人） 

一月当たり １，０００人（車両１台当たり  ５００人） 

一年当たり１２，０００人（車両１台当たり６，０００人） 

４ 事業経費（概算） 

⑴ 初期投資費用 ア オペレーションシステム導入費 ５０万円 

イ パソコン購入費        ３０万円 

初期投資費用合計８０万円 

⑵ 維持管理費用 ア 車両購入費と車両改造費の一年当たりの負担額（５年間の使用） 

（３００万円＋１００万円）×２台＝８００万円／５年＝１６０万円 

イ 車両維持管理費 ３０万円×２台＝６０万円 

ウ 車両燃料費 ６０万円 

エ 運転手人件費 １８，０００円×３００日×２人＝１，０８０万円 

オ オペレーションシステム管理費 ２００万円 

カ オペレーター人件費 １０，０００円×３００日×１人＝３００万円 

キ 電話回線使用料、サーバ運営費、車載機レンタル料 １６０万円 

ク 周知啓発費 ６０万円 

維持管理費用合計２，０８０万円 

初期投資費用８０万円＋維持管理費用２，０８０万円＝総事業費２，１６０万円 

５ 事業経費の負担 

⑴ 利用者負担 運賃種別及び運賃収入 ※利用者数を年間 12,000 人（一日 40 人）で試算 

 ア 一般   ２００円 

＠２００円×３，６００人（３０％）＝ ７２万円 

 イ 高齢者  １００円 

       ＠１００円×６，０００人（５０％）＝ ６０万円 

 ウ 障害者等とその介助者 １００円 

       ＠１００円×１，２００人（１０％）＝ １２万円 

 エ 小学生  １００円 

       ＠１００円×  ６００人（ ５％）＝  ６万円 

 オ 未就学児 無料     ６００人（ ５％） 

運賃収入合計１５０万円 

⑵ 協賛金等 企業等からの協賛金、広告収入 

⑶ 収支バランス 収入（利用者負担）－支出（事業経費）          ※収支率 

１５０万円－２，１６０万円＝△２，０１０万円   ６．９％ 

⑷ 公費負担 行政からの補てん       ※利用者一人当たりの公費負担 

２，０１０万円       ２，０１０万円÷１２，０００人 

＝１，６７５円 

６ 実施主体 

⑴ 事業実施主体 白岡市 

⑵ 運行主体 タクシー事業者 

 


